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1. 2022年3月期第1四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第1四半期 12,496 23.9 △273 ― △275 ― △370 ―

2021年3月期第1四半期 10,085 △27.3 △508 ― △1,123 ― △1,397 ―

（注）包括利益 2022年3月期第1四半期　　△102百万円 （―％） 2021年3月期第1四半期　　△1,736百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第1四半期 △61.67 ―

2021年3月期第1四半期 △232.87 ―

(注)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損失のため、記載しておりません。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年3月期第1四半期 48,089 16,189 33.6

2021年3月期 46,855 16,290 34.7

（参考）自己資本 2022年3月期第1四半期 16,146百万円 2021年3月期 16,249百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2022年3月期 ―

2022年3月期（予想） 0.00 ― 25.00 25.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 54,000 5.4 580 61.5 530 26.2 220 ― 36.64

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料Ｐ.８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記 （３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 （会計方針の変更）」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期1Q 6,056,939 株 2021年3月期 6,056,939 株

② 期末自己株式数 2022年3月期1Q 53,154 株 2021年3月期 52,823 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期1Q 6,003,954 株 2021年3月期1Q 6,001,668 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により予想数値と大きく異なる可能性があります。なお、業績予想に関する事項は、決算短信[添付資料]Ｐ.２「１．当四半期決算に関する定
性的情報 （３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く事業環境は、消費財の需要に回復が見られるものの、

新型コロナウイルス感染症再拡大の影響により社会経済活動が制限され、サービス支出を中心に個人消費が減少する

等、引き続き先行き不透明な状態が続いています。

　このような情勢のなかで当社グループは、原価マネジメント活動の強化とグループを挙げた品質の確保に取り組む

とともに、収益や成長が見込まれる分野・地域への拡販を推進し、収益の確保に努めてまいりました。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は12,496百万円となりました。前年同期は自動車安全部品事業の

国内外の拠点で操業停止を余儀なくされる等、新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けたこともあり、前年同

期比2,411百万円の大幅な増収となりました。

　損益面におきましても、営業損失273百万円、経常損失275百万円、親会社株主に帰属する四半期純損失370百万円と

なり、売上高の回復に伴い前年同期と比べいずれも大幅に改善いたしました。

　以下、各事業セグメント別に概況をご報告申し上げます。

　当社は、事業本部制を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、「自動車安全部品事業」

「機能製品事業」の２つを報告セグメントとしております。

①自動車安全部品事業

　前年同期に新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けたこともあり、当第１四半期連結累計期間においては、

シートベルト関連、エアバッグ関連、内装品関連とも、事業環境は大きく改善しました。

　この結果、当事業の売上高は9,044百万円と前年同期比2,641百万円の増収となりました。損益面におきましても、

営業損失は323百万円となり、売上高の回復に伴い前年同期比401百万円の改善となりましたが、半導体不足の影響に

よる生産変動や全世界的な物流費の高騰が利益の圧迫要因となっています。

　当事業においては、引き続き徹底した原価低減活動に努め、黒字化を目指すと同時に、グループを挙げた品質管理

体制の強化に取り組んでまいります。また本年５月に締結した豊田合成株式会社との資本業務提携契約を通じて、相

互の事業資産とノウハウを活用し、製品競争力、開発力を強化させることにより当事業の拡大と収益性の改善に取り

組んでまいります。

②機能製品事業

　パルテム関連は、ライフライン（下水道・上水道・ガス等）の管更生分野において、主力の下水道分野が低調に推

移し、売上・利益ともに減少しました。

　防災関連は、災害対策用排水ホース、消防用・消火栓用ホースともに売上は前年同期を上回りましたが、損益面で

は低調に推移しました。

　産業資材関連は、船舶用ロープの受注が減少したものの、物流省力化分野や高機能資材織物(タイミングベルト関

連)における需要が増加し、売上・利益ともに増加しました。

　この結果、当事業の売上高は3,442百万円と前年同期比230百万円の減収となり、営業利益につきましても346百万円

と前年同期比159百万円の減益となりました。

　当事業においては、一層の収益力向上のため、パルテム関連において増加する下水道分野の管更生需要への対応と

防災関連の大口径システム・防災資機材の積極的な拡販活動に取り組んでまいります。

（２）財政状態に関する説明

　当第１四半期連結会計期間末における総資産は48,089百万円であり、前連結会計年度末に比べ1,233百万円増加しま

した。これは主に有形固定資産の増加3,174百万円、棚卸資産の増加872百万円、売上債権の減少3,019百万円等が影響

したものです。

　負債は31,900百万円であり、前連結会計年度末に比べ1,335百万円増加しました。これは主に長期借入金の増加

1,456百万円、短期借入金の増加716百万円、仕入債務の減少690百万円、未払法人税等の減少301百万円等が影響した

ものです。

　純資産は16,189百万円であり、自己資本比率は33.6％（前連結会計年度末は34.7％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2022年３月期の連結業績予想につきましては、2021年５月14日に公表しました連結業績予想から修正は行っており

ません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,659 5,435

受取手形及び売掛金 13,176 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 9,765

電子記録債権 1,957 2,349

商品及び製品 1,624 1,848

仕掛品 1,281 1,381

原材料及び貯蔵品 5,117 5,665

その他 1,284 1,730

貸倒引当金 △362 △362

流動資産合計 29,740 27,814

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,351 5,345

機械装置及び運搬具（純額） 3,983 3,906

工具、器具及び備品（純額） 1,434 1,477

土地 2,099 5,591

リース資産（純額） 39 36

建設仮勘定 647 371

有形固定資産合計 13,556 16,730

無形固定資産

のれん 925 884

その他 336 332

無形固定資産合計 1,261 1,216

投資その他の資産

投資有価証券 1,208 1,221

長期貸付金 1 1

繰延税金資産 634 636

退職給付に係る資産 238 246

その他 224 232

貸倒引当金 △11 △10

投資その他の資産合計 2,296 2,327

固定資産合計 17,114 20,274

資産合計 46,855 48,089

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,938 5,341

電子記録債務 4,362 4,269

短期借入金 4,601 5,317

１年内返済予定の長期借入金 1,316 1,644

リース債務 17 14

未払金 841 1,067

未払法人税等 481 179

未払消費税等 304 119

賞与引当金 551 256

製品保証引当金 213 135

その他の引当金 53 53

その他 1,183 1,424

流動負債合計 19,865 19,823

固定負債

社債 3,000 3,000

長期借入金 5,308 6,765

リース債務 37 38

繰延税金負債 143 46

退職給付に係る負債 2,096 2,111

資産除去債務 29 29

その他 84 84

固定負債合計 10,699 12,076

負債合計 30,564 31,900

純資産の部

株主資本

資本金 8,388 8,388

資本剰余金 1,632 1,632

利益剰余金 6,610 6,240

自己株式 △157 △157

株主資本合計 16,474 16,103

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 216 222

繰延ヘッジ損益 △0 △8

為替換算調整勘定 △394 △123

退職給付に係る調整累計額 △45 △48

その他の包括利益累計額合計 △225 42

新株予約権 24 25

非支配株主持分 17 17

純資産合計 16,290 16,189

負債純資産合計 46,855 48,089

- 4 -

芦森工業(株) (3526) 2022年３月期　第１四半期 決算短信



（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年６月30日)

売上高 10,085 12,496

売上原価 9,286 11,153

売上総利益 798 1,343

販売費及び一般管理費 1,307 1,616

営業損失（△） △508 △273

営業外収益

受取利息 6 3

受取配当金 5 4

受取賃貸料 6 5

助成金収入 36 16

その他 41 31

営業外収益合計 96 61

営業外費用

支払利息 30 31

持分法による投資損失 28 14

為替差損 643 7

その他 9 10

営業外費用合計 711 63

経常損失（△） △1,123 △275

特別利益

土地売却益 94 －

雇用調整助成金 117 －

特別利益合計 212 －

特別損失

新型コロナウイルス感染症による損失 131 －

製品保証損失 － 50

特別損失合計 131 50

税金等調整前四半期純損失（△） △1,043 △325

法人税、住民税及び事業税 208 139

法人税等調整額 145 △93

法人税等合計 354 45

四半期純損失（△） △1,397 △370

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △0 △0

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △1,397 △370

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年６月30日)

四半期純損失（△） △1,397 △370

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 49 6

繰延ヘッジ損益 △2 △7

為替換算調整勘定 △384 249

退職給付に係る調整額 8 △3

持分法適用会社に対する持分相当額 △9 22

その他の包括利益合計 △338 267

四半期包括利益 △1,736 △102

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,736 △102

非支配株主に係る四半期包括利益 △0 △0

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

これにより、収益の認識について主に次の変更が生じております。

（１）純額による収益認識

　防災関連の一部の売上について、従来は総額を収益として認識し、仕入額を売上原価として計上しておりまし

たが、純額で収益を認識することとしております。

（２）工事契約に係る収益認識

　従来は進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基準を、進捗率を見込むことがで

きない工事については工事完成基準を適用しておりましたが、全ての工事について、履行義務を充足するにつれ

て、一定の期間にわたり収益を認識する方法に変更しております。

また、履行義務の充足に係る進捗率の見積りの方法は、主として発生原価に基づくインプット法によっておりま

す。

　なお、進捗率を見積もることのできない工事契約については代替的な取扱いを適用し、原価回収基準で収益を

認識しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１

四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しておりますが、当

該期首残高に与える影響はありません。

　この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高が27百万円、売上原価が26百万円増加しております。また、売

上総利益に与える影響は軽微であります。

　収益認識基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「受取手形及び売掛金」は、当第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示す

ることといたしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度

について新たな表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」(企

業会計基準第12号　2020年３月31日)第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第１四半期連結累計期間に

係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基

準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる、四半期連結財務諸

表への影響はありません。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う会計上の見積りについて）

　前事業年度の有価証券報告書に記載した、新型コロナウイルス感染症の影響の収束時期等を含む仮定及び会計

上の見積りについて、重要な変更はありません。

（連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用）

　当社及び一部の国内連結子会社は、「所得税法等の一部を改正する法律」（令和２年法律第８号）において創
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設されたグループ通算制度への移行及びグループ通算制度への移行にあわせて単体納税制度の見直しが行われた

項目については、「連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱い」（実

務対応報告第39号　2020年３月31日）第３項の取扱いにより、「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業

会計基準適用指針第28号　2018年２月16日）第44項の定めを適用せず、繰延税金資産及び繰延税金負債の額につ

いて、改正前の税法の規定に基づいております。
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（単位：百万円）

報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注)３

自動車
安全部品

事業

機能製品
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 6,402 3,673 10,075 9 10,085 － 10,085

セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － － － －

計 6,402 3,673 10,075 9 10,085 － 10,085

セグメント利益又は損失

（△）
△725 506 △218 3 △215 △293 △508

（セグメント情報）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年６月30日）

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産事業と売電事業を含

んでおります。

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△293百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であ

ります。全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

（重要な負ののれんの発生益）

　該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注)３

自動車
安全部品

事業

機能製品
事業

計

売上高

自動車安全部品 9,044 － 9,044 － 9,044 － 9,044

パルテム － 1,665 1,665 － 1,665 － 1,665

防災 － 311 311 － 311 － 311

産業資材 － 1,465 1,465 － 1,465 － 1,465

その他 － － － 7 7 － 7

顧客との契約から生じる

収益
9,044 3,442 12,487 7 12,494 － 12,494

その他の収益 － － － 1 1 － 1

外部顧客への売上高 9,044 3,442 12,487 9 12,496 － 12,496

セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － － － －

計 9,044 3,442 12,487 9 12,496 － 12,496

セグメント利益又は損失

（△）
△323 346 23 3 26 △300 △273

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産事業と売電事業を含

んでおります。

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△300百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であ

ります。全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

（重要な負ののれんの発生益）

　該当事項はありません。
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